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議 事 概 要

分科会名称
伊勢市地域包括ケア推進協議会

第３回 認知症にやさしいまちづくり分科会

開催日時 令和３年 11 月 25 日（木） 16：30～17：45

開催場所 伊勢市役所本庁舎東館 4-2 会議室

出席した委員

村瀬広和、森川和俊、二ノ宮尚美、山川伸隆、藤田慶子、前田 泉

杉谷 誠

※計７名

出席した事務局職員

小林（福祉生活相談センター長）、中村（共生事業係長）、須崎（共

生事業係）、山本（共生事業係）

※計４名

傍聴者 ０名

議題及び協議概要

事務局から配布資料に基づいて説明したことに対し出された意見等

は以下のとおりであった。

１. 伊勢市の認知症への取組みについて（資料１）

・チームオレンジ活動状況について（資料２）

資料に沿って説明。

２. 認知症への取組みに関する意見交換

（委員）

コロナ禍で、この２年間で住んでいる地域において認知症が心配

な方が増えているように感じる。

地域で「集いの場」を立ち上げている。隣近所の人が見守る体制

をとっていく必要があり、「集いの場」だけではなく、地域の中でど

のようにサポートしていくか。災害時のように、お互いに助け合う

という関わりが必要と思う。

（委員）

地域で孤立している方もいる。誰にも何処にも相談できない方も

いる。地域で少しでもつながりがあるとよい。

（委員）

民生委員は定期的に訪問を行い、定例会で各民生委員から報告を

受けているが認知症の心配な方が増えてきていることがよくわか

る。地域で移動スーパーの利用があり、買い物の他、話をしたり交

流の場となっている。地域での支援も行われている。
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（委員）

近所の関係がいいとゴミ出し等、ちょっとしたことが解決しやす

い。支援者一人で抱え込まず、包括など色んな人に関わってもらう

ようにしている。認知症の方は役割があると進行しにくいと感じて

いる。

（委員）

認知症カフェをしている。認知症の方を看取られた方や施設に入

所された方、病院で亡くなられた方などのブリーフケアも行ってい

る。また、このような介護の経験者と介護を行っている方とをマッ

チングして話を聞いてもらっている。

他市の方から、認知症カフェについて若い方の参加があるかとの

問い合わせがある。現在、市内の２箇所で月１回実施し、60 代から

80 代など様々な年代の方が利用されており、これから増やしていき

たいと考えている。

60代の男性介護者が妻と外出時困ったことがあり、助けてもらっ

たこと。また、認知症であることを本人の友人に伝えたら、周囲と

の連絡が少なくなってしまったことなどがあった。このようなこと

から、認知症のことをきちんと知ってもらうこと、周囲に助けが言

えるように、こちらも関わっていかなければいけないと気付かされ

た。

（委員）

伊勢市の「チームオレンジ」は三重県内において早い取組みであ

る。コロナ禍の２年間は家族の会の集いや認知症カフェを休んでい

たが参加者から「話がしたかった」という声を聞いた。話したい、

聞いてほしい、解決しなくても聞くだけでも違う。そういう場所を

どんどん作っていくことが必要である。

子供の「認知症キッズサポーター養成講座」を伊勢市としてそれ

ぞれの学校で取り組んでほしい。子供の頃から差別をしない。認知

症の人が何もわからないのではない、というような認知症の本当の

意味をきちんと伝えることが大人の役目である。大人も以前よりは

理解あるが、まだまだ認知症になったら言いたくないという人もい

る。認知症の理解を深めるためにも「チームオレンジ」を広げてほ

しい。私達もできることをしていきたい。

（事務局）

「チームオレンジ」を地域に広げていくことが大切であるので、

これからも取組みを進めていきたい。

（委員）

まずはやってみて地域に合わせて変えていくことが大事である。
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いろんな考えを合わせて、知恵を出し合ってそれぞれの立場ででき

ることをつなぎ合わせていくとよいと思う。

３. 今後の取組みについて（資料３）

・スローショッピングについて

事務局から資料に沿って「事業概要」を説明。

山川委員から、「スローショッピング事業」への取組みについて説明。

（岩手県滝沢市のスローショッピングの様子も動画にて紹介。）

【スローショッピングについて意見交換】

（委員）

「おもいやり」駐車場のよう。レジに表示するなどできるとよい

と思う。

（委員）

色々なアイデアを出して種まきをしていく。自分で品物を選んで

人と話をして買い物をすることが大切である。そういう時間が共有

できればいい。

（事務局）

日程等詳細が決まったらお知らせする。参加してもらえる人がい

たら是非紹介してほしい。

４. その他

（事務局）

本分科会の結果報告、次回開催について説明。

（以上）


